
地域包括ケア病棟	
  

浴室　は段差がなく、有効開口が広くとれ
る扉を設置しました。室内は介助のしやすさ

や安全性を考慮した個別浴槽“いたわり浴

槽”です。車椅子使用・全介助の方にも対応

した空間スペース確保に配慮しました。	
 

洗面室　は入浴後や朝夕の洗面で髪を整えたり、ドライ
ヤーを使ったりする訓練ができます。車椅子の方のアプロー

チができるように配慮して設営しました。	
  

トイレ　は杖歩行・片麻痺の方や車椅子移乗など様々なシ
チュエーションの訓練に対応するため、タイプの異なるトイレ、

多機能型を設営しました。	
  

	
  

拡大図	


個室（有料）　は一般家庭をイメージ
した色合いの壁紙を選びました。部屋のドア

や病棟廊下にも木目調柄をとり合せてみま

した。　２タイプから選べます。	
  

出入口	


病室	

料金　　　

（税別）	

広さ（㎡）	
 エアコン	
 洗面台	
 ロッカー	
 ソファー	
 テーブル	
 冷蔵庫	
 トイレ	
 テレビ	


ＤＶＤ　　

プレヤー	


201～202	
 8000円	
 １６．８	
 〇	
 〇	
 〇	
 〇	
 〇	
 無料	
 〇	
 無料	
 〇	


203～207	
 4000円	
 １０．０	
 〇	
 〇	
 〇	
 〇	
 〇	
 有料	
 ×	
 有料	
 ×	


相談室　は地域医療・福祉・介護、
行政などの関係者の方との話し合いや、

患者さん・家族と面談・相談などに利用

できる部屋を設営しました。	




浴室　は一般家庭に近い浴槽タイプを設置しました。脳血管疾患や整形
外科疾患など多様な場面を想定した手摺の取り付けをしています。	
  
 入浴動作が可能な状態の方は入浴動作訓練ができます。	
  
 禁忌姿勢の確認や動作方法を確認することで安心して自宅での入浴が
できるようリハビリすることができます。	
  

洗面室　は手摺のある場所と手摺のない場所が

あります。ご自宅の洗面所の状況や身体機能の訓練
の進行状況に合わせ、様々な状況で洗面所を使用し

た訓練を行うためにこのような設置となっています。	
  
 入り口の手すりは減らし、出入りしやすいように工
夫しました。	
  

 奥の手摺は左・右の両サイドと、前に設置しました。
窓際に、洗髪台を特別に設置しています。	
  

トイレ　は杖歩行・片麻痺の方や車椅子移乗など
様々なシチュエーションの訓練に対応するため、タイプ
の異なるトイレ、多機能型を設営しました。訓練･機能レ

ベルに応じて使い分けができます。	

 手摺はＩ型・Ｌ型・アームレスト・跳ね上げ手摺、また
使い勝手に配慮した握りやすい手摺や排せつしやす

い前傾姿勢を支える前方用のボードを設置しました。	

 便器移乗時の動作・姿勢の安定を図り、転倒のリス
クや介助者の負担を軽減できます。	


 ボードと手摺を持つことで体が安定し、便器移乗の
際の方向転換や立位の保持がしやすく、アームレス

トを跳ね上げれば、介助や車椅子アプローチの際に
も邪魔になりません。	


 トイレまでの移動スペースにも手摺をつけました。	




✿　一般家庭をイメージした色合いの 

　　壁紙を選びました。 

✿　部屋のドアや備品扉も木目調柄を 

　　とり合せました。 



 手摺のある場所と手摺のない場所があります。	
  
 ご自宅の洗面所の状況や身体機能の訓練の進行状況に合わせ、

様々な状況で洗面所を使用した訓練を行うためにこのような設置と

なっています。	
  

 洗面室入り口は手すりは減らし、出入りしやすいように工夫しました。	
  
 車椅子でのアプローチができるように、入口付近のスペースの確保
に配慮しました。	
  

 奥の手摺は左・右の両サイドと、前に設置しました。	
  
 窓際に洗髪台を設置しています。	
  

手摺がない洗面台	


手摺がある洗面台	




  杖歩行・片麻痺の方や車椅子移乗など様々なシチュエーションの
訓練に対応するため、タイプの異なるトイレ、多機能型を設営しま

した。訓練･機能レベルに応じて使い分けができます。	
  

  手摺はＩ型・Ｌ型・アームレスト・跳ね上げ手摺、また使い勝手に配
慮した握りやすい手摺や排せつしやすい前傾姿勢を支える前方

用のボードを設置しました。	
  

  便器移乗時の動作・姿勢の安定を図り、転倒のリスクや介助者の
負担を軽減できます。	
  

  ボードと手摺を持つことで体が安定し、便器移乗の際の方向転換
や立位の保持がしやすく、アームレストを跳ね上げれば、介助や

車椅子アプローチの際にも邪魔になりません。	
  

  トイレまでの移動スペースにも手摺をつけました。	




 一般家庭に近い浴槽タイプを設置しました。	


 脳血管疾患や整形外科疾患など多様な場面を想定した手摺の取り付けをして

います。入浴動作が可能な状態の方は入浴動作訓練ができます。禁忌姿勢の

確認や動作方法を確認することで安心して自宅での入浴ができるようリハビリ

することができます。	


 自宅での手摺や福祉用具の導入や設置するイメージをもっていただけるよう、

実際の訓練で高さ　福祉用具などを紹介します。	


エプロンの高さは約
450～460ｍｍ程度
で、浴槽またぎの訓
練ができます	


この部分に腰かけて
の浴槽移動の訓練や
浴槽出入り用手すり
を使った移動訓練が
できます	
  
浴槽は身体が滑り込
まないように、背もた
れの角度の立ててあ
る“いたわりタイプ”を
設置しました	



